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(Director: Chief. Dr. TADASHI 0KA;tuRA) 

A comparison was made, using rabbit materials, of salting-out technique with 

anhydrous soゴiumsu日te(Saito and Yoshikawa) and filter paper electrophoresis for 
the estimation of serum protein fractions. The results were as follows: 

L The analyses of sera of rabbits with or without various treatments employing 
the two techniques revealed that higher values are obtained by the former method 

for albumin and α－globulin, and higher values for β， and γ－globulins by the latter. 
Better parallelism was seen between the albumin values as determined by the two 

methods than in any other fractions. 

2. Ascites proteins, if studied similarly, yielded ve1・yclose values for α－globulin, 
but higher albumin by the former technique and higher β－ andヮ－globulinsby the 

latter. Albumin values, among others, were in relative proportionality between the 
two methods. 

3. The compositional relation between the per匂heral,hepatic and portal venous 

blood in normal and CCL』 injuredrabbits was such that close values were always 
obtainable for albumin by the two methods. 

I 緒 論

血清蛋自の分屑値を求める方法としてP 塩類溶液に

対する溶解度p 電場内における易動度p 超遠心力によ

る沈1;:1;£r丸或いは免疫的方法としての沈1；；~反応等が

ある．

そのうちP 塩類溶液による蛋自分暦の測定は古くか

ら利用されp 特に硫酸曹達による Howeの方法が用

いられてきた． 最近TiseIi usによる電場内易動度の

( 

利用による電気泳動；去が発表されてからP 血清蛋白分

局測定に大なる発展を示してきた．

しかしながら， TiseIi usの電気泳動法は高価な装置

及び費用のか〉る点などにより，一般の臨床検査には

応用され難いのでp 1'1：、＇！（のJJ,:,

二i去に相当する分屑をf喜ようとする努力が行われた（奇

藤P 古川， Wosser).

設近さらに証書紙屯気泳動法が研究されy その装置が

比較的安価で，操作が簡単であり，また微量の試液で



888: 日本外科宝函第26巻第6号

表L 健常家兎塩析法並びに減紙電気泳動法による血清蛋白分暦値

｜ 塩析法 (%) I_ I i強紙電気泳動法 仰
｜例数lアルブミン｜〉ロプリン（~· ロプリンlシロプリン｜ ｜アルプミゆロプリン［与ロプリンlシロプリン

函玩19戸川つ~I－~了〔「「lつ~日31－－－－；~Iつ~
図 1 健常家兎塩析法と鴻紙t屯気泳動法
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我々は家兎を用いて，無水亜硫円安曹達による塩析法

｛り丁 1；｛~，古川｜↓足立、）と！店主：l~ ＇，1; ＇~｛ i7J;flJ；ょによる血清蛋1:'.cl

の分屑値の測定をif＼，、F 両者をIじいlYziiJした．
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表rr.Hi障害並びに輸液注入家兎 塩析法並びに司書紙電気泳動法による血清蛋白分局値

｜ 塩析法 ω ｜ ｜ 滅紙電気泳動法 ω 

一~判長ミンルロプリ ン｜与ロ むとlhー｜ －巴三ン.！°'7・ ::..z:_止りリンルロプリン
表題家兎 1561 62.1 I 17.6 J 12.8 1 6.8 I I 50.4 I 12.6 I 21.4 1 15.6 

図5 四溢化炭素による肝障害並びに輸液注入家兎
塩析法と搬＼！！；電気泳動法との比較
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表皿．腹水塩析法並びに滅紙屯気泳山去による蛋白分屑値

｜ 塩析法（%） ｜ 
1例数｜アルブミン「 !:j 「 ｜ I ！ゲロプリン｜ゲロプリン｜グロプリン｜

腹水 I20 I 69.6 i 12.3 I 10.7 I 8.3 I 

図9 腹水塩析法と滅紙電気泳動法との比較
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図11 腹水塩析法と泌紙電気泳動法との比較
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図12 腹水塩析法と滅紙電気泳動法との比較
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試獣は健常＇~；、 if及び：千回の実験に fJI、した，~，，足（弔 l

編，；1~ 2編入

検査方法tt，血清蛋白宣の測定には目立の屈折計を
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用い，蛋白分屑値のIJlJJ定には亜硫酸曹達による塩析法

（吉川，斎藤氏法I)2）~）1)il>) 1 及び鴻紙電気泳動法行）7)i)

を応用した．

鴻紙電気泳動法は，東洋樹氏式の装置． 電極は白金

電極，緩衝液はヴエロナール緩衝液（pH.8ムμ：0.1I. 

漉紙は東洋i鴻紙 No・50，電流は瀦紙幅 lcmにつき 0.3
～0.4mAの電流を定電流にして10時間から15時間泳動

を行った．

染色は BromphenolBlue液を使用．

定量はパラフィ ンで固定後， 鴻紙泳動光電比色計

s・1型 （東洋理化工業株式会社製）．

目実験成績

A）塩析法及び鴻紙電気泳動法による血清蛋白分屑

値の比較．

イ）健常家兎の場合

表I，図l,2, 3, 4. 

ロ）四塩化炭素による肝障害並びに輸液後の家兎の

場合

表E，図5,6, 7, 8. 

L 腹水の蛋自分屑値

第1編及び第2編に述べた腹水を用う．
表E，図9,10, 11, 12. 

小括

健常家兎ではp アルブミ ンの塩析法値は鴻紙法値よ

図13 健常家兎鴻紙電気泳動法による末梢血と
門脈血とのアルブミン量の関係、

吉野島版
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りも高く p a グロプリンも同様である.~. yグロプリ

ンは逆となる．個々の比較をみると， アルブミンとP
グロプリンの値は両法ほゾ平行関係、を示し， α，yグロ

プリ ンは平行しないー

また ；~Iii討＊作を加えた家fでもP 健常家兎と同様に

アルブミンp aグロプリンは塩析法値が高く p ~. yグ

ロプリンは逆となる．個々の比較に於てはp アルブミ

ンが平行している．

腹水蛋自分屑値では， a グロプリンは両者ほ〉一致

した値を示すが，アルブミンは塩析法値が滅紙法に比

べてはるかに高くなる. ~. ） グ ロプリ ンは鴻紙法値が

高い．個々の比較に於てもP アルブミンp 凶グロプリ

ンは平行関係を示すがp ~， y グ ロプリ ンは 平行しな

し、．

C）鴻紙電気泳動法によるP 健常家兎並びに四塩化

炭素によ る急性肝障害家兎のh血p 門血，肝血

の血清蛋白分屑値

イ〉健常家兎の場合

採血は第 1編に同じ．

表町，図13,14. 

ロ）四塩化炭素による急性肝障害家兎の場合

表V，図15,16. 

図14 健常家兎鴻紙電気泳動法による肝静脈。血
と門脈血とのアルブミン量の関係、
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末梢血

門脈血

肝静脈血

表v.

末梢血

門脈血

肝静脈血

日本外科宝函第26巻第6号

l~~Iずす！壬1~~
四塩化炭素注射による急性肝障害家兎 ;IJ¥t: t ,(1気泳引法による末梢血p 門脈血， 肝静脈
血の血清蛋白分Ji'パ直

例数l ｜ 
I ｜総蛋白量 ア…量 I＂ゲロプ Fゲロプ

｜範囲！山図l平均｜五囲l拘｜範丙｜範図l平均
5 I 6.s～s.4 I 1.s I 2.93～s.101 3.s1 I 0.61～i.041 o.9o I 0.10～2.021 i.65 I o.37～1.441 1.11 
5 I 6.6~7.6 I 7・1 I叩～4.461 3.78 I 0.45~1.031 0.85 I 0.9ト 1.781 1.51 I 0.69～1.881 0.93 
5 I 6.6～7.3 I 6.9 I 2.56～3.781 3.31 I 0.69～1.121 0.89 I 1.23～1.561 1.38 I 1.09～1.611 1.31 

図15 急性肝陣害家兎減紙電気泳動法による
末橋、血と門脈血とのアルブミン量の関係、

図16 :c:rltl「F，，：，も（.＇5~兎鴻紙電気泳動法による肝
静脈血と門脈血とのアルブミン量の関係
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健常家兎における門血アルブミンli：.はp 宅Jl'rl，肝血

のアルブミン盈より高いがp 川Jj,,',（ じい＼~•：よる急性肝

障害家兎の門血アルブミン設は， ~＇： file eelそれより低く

て，門血は末Jiilに対して，一定値保持の傾向を示す．
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肝血アルブミン量に対する門血アルブミンは量ほ〉健

常家兎の場合と同じである．以上の所見はp 塩祈法に

よる結果’と全く向ーである．

αグロプリン量ではp 健常家兎は門血aゲロプリン

！止が1ミ1(11，肝血のαデロプリンより低く，塩祈法と同

一所見である．ぷdl町一Pi'h’＇Ullで（t，末H’江aゲロプリ

ン量：は l＇ ~illlのそj L より多く，肝血の a グロプリン ~1i：も

門血のえれとほ f同値を示し，塩析法と完全な一致を

みない
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[3，）’グロアリン量では，健常家兎は門血[3，｝グロプ

リン量が宋血，肝血のそれより低〈，急性肝障害家兎

に於ても正常例と同様な関係を示す．塩析法とは異

る．

N 総括及び考按

塩類溶液による塩析法と電気泳動法とは， 全然異な

る蛋白質の物理化学的性質を利用するのであるから，

その蛋自分暦は理論上等ししぐ売はなしその行 に々，そ

れぞれ特長がある．一般に塩析法によるアルブミン値

は単一物でないからp 電気泳動法の値とは一致せず，

高い値を示すという（Rafsky＇＇））.しかし P Jager川

等は両法を比較してP 飽和硫酸マグネシウム＇ 26%硫

酸曹達＇ 26.9% （血清で薄められて28%距所属曹速は

26.90,＆となる）亜硫酸曹達による塩析法のアルプミン

値は電気泳動法の値と比較的よ く一致すると述べp

Pettermann, Tayler, Cohnも同様のことを述べて

し、る．

しかしながら，各異った方法による分暦に対しp 同

じ名称を附するのに問題があろうともいわれる（平井

川三好町）．

また電気泳動法による蛋白分屑も完全分自在されたと

は言えないという（斎藤1)2)).

我々の成績をみると，塩析法によるアルブミン及び

u グロプリ ンは塩析法値の方が高く， [3,yグロプリン

は証書紙法値の方が高い．そしてF アルブミン値は，両

法比較的よく類似の値を示しており， 次にα，yグロプ

リンが類似する.f3グロプリン値はかなり異る．さら

に個々の関係、を検討するとP アルブミンは，両法が比

較的よく平行関係を示している．

このことは，健常家兎に於てもp 操作の加えられた

家兎に於ても同様である．

また腹水の蛋白分屑値に於てはp アルブミン値は塩

析法値の方が高しその差が著しくなるが，個々の関

係では両法は比較的よく平行関係、を示す.＂グロプリ

ン値は両法一致の傾向を示すが，[3,）＇グロプリン値は

その関係はみだれる．

さらに，健常家兎及び四塩化炭素による急性肝障害

家兎の末血，門血p 肝血の関係を検討したがp アルプ

ミン赴は複析法による値と全く同ーの傾向を示してい

る. 0. グロプリ ン量では少し具るが，。， yグロプリン

童u，完全に異る．

V 仕•I•口 =o・
5問

1) 健常家兎及「F各種操作を施した家兎におけるP

血清蛋白分屑値を塩析法及び総紙電気泳動法により測

定した．その結果，アルブミ ン，xグロプリ ンは塩析

法の値が高く， r~， γ グロプリンは鴻紙法の値が高い．

両法の債はアルブミンに於て最もよく平行する．

2) 腹水蛋自分屑値はpα グロプリンがほぼ同値を

示し，アルブミンが塩析法が高く， p，γグロプリ ンが

鴻紙法で高い．個々の関係はアルプミンが比較的平行

する．

3) 健常家兎及び四塩化炭素による急性肝障害家兎

の末血p 門J(［，肝血相互の関係、はp アルプミン量に於

て，塩析法値と鴻紙電気泳動法値とはよく一致する．

終りに臨み， 絶えず御鞭鍵を頂いた京大医学部青柳

安誠教授の御校闘を深く御礼申し上げる．
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